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全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
・
市

議
会
議
員
共
済
会
会
長
の
五
本
幸

正
・
富
山
市
議
会
議
長
は
４
月
１３

日
、
「
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度

の
廃
止
に
係
る
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
の
早
期
成
立
に
関
す
る
要

望
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
要
望
活
動
に
は
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
会
長
・
町
村
議
会

議
員
共
済
会
会
長
の
野
村
弘
・
長

野
県
木
曽
郡
上
松
町
議
会
議
長
も

加
わ
り
、
衆
・
参
両
院
の
総
務
委

員
長
や
同
委
員
会
理
事
の
ほ
か
、

各
党
の
国
会
対
策
委
員
長
ら
に
面

談
し
、
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

早
期
成
立
を
求
め
る
同
法
案
の

主
旨
は
、
地
方
議
会
議
員
年
金
制

度
の
廃
止
。
本
年
６
月
１
日
を
も

っ
て
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
廃
止
に
伴
い
講
じ
ら
れ
る
各

種
措
置
に
関
す
る
規
定
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

法
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
場
合
、
制
度
廃
止
時
に
現
職
議

員
で
あ
る
者
の
う
ち
、
制
度
廃
止

時
に
退
職
年
金
の
受
給
資
格
（
在

職
１２
年
以
上
）
を
満
た
す
者
に
つ

い
て
は
、
▽
制
度
廃
止
前
の
年
金

制
度
に
基
づ
く
退
職
年
金
の
支
給

▽
掛
金
及
び
特
別
掛
金
の
総
額
の

８０
％
の
退
職
一
時
金
の
支
給
―
―

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
制
度
廃
止
時
に
現
職
議
員
で

あ
る
者
の
う
ち
、
制
度
廃
止
時
に

退
職
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
さ

な
い
者
に
つ
い
て
は
、
掛
金
及
び

特
別
掛
金
の
総
額
の
８０
％
の
退
職

一
時
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
�
法
案
の
あ
ら
ま
し
と
概
要
に

つ
い
て
は
、
本
紙
第
１
７
９
０
・

９
１
・
９
２
号
に
掲
載
済
。

同
法
案
は
３
月
１１
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
国
会

へ
提
出
予
定
だ
っ
た
が
、
同
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
４
月
１
日
ま
で
提
出
が
遅
れ
て

い
た
。

北
信
越
市
議
会
議
長
会
が
４
月

７
日
、
近
畿
市
議
会
議
長
会
が
同

１２
日
、
東
海
市
議
会
議
長
会
が
同

１４
日
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
総
会
を
開

き
、
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
役

員
を
選
任
し
た
ほ
か
、
平
成
２２
年

度
決
算
や
２３
年
度
予
算
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
ご
と
の

市
議
会
議
長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
議
案
に
つ
い
て
も
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

３
議
長
会
の
新
会
長
に
は
▽
北

信
越
�
三
井
経
光
・
長
野
市
議
長

▽
東
海
�
野
間
芳
実
・
鈴
鹿
市
議

長
▽
近
畿
�
楠
本
陸
雄
・
藤
井
寺

市
議
長
―
―
が
就
任
し
た
。

各
市
議
会
議
長
会
は
、
総
会
で

決
定
し
た
要
望
事
項
の
う
ち
３
件

以
内
を
地
方
部
会
議
案
と
し
て
、

６
月
１５
日
に
開
催
さ
れ
る
全
国
市

議
会
議
長
会
の
第
８７
回
定
期
総
会

へ
提
出
。
各
議
案
は
、
総
会
で
審

議
し
可
決
さ
れ
た
の
ち
７
月
に
開

催
さ
れ
る
理
事
会
で
、
地
方
行
政

委
員
会
な
ど
５
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
、
要
望
実
現
を
目
指
す
。

お
知
ら
せ

本
誌
５
月
５
日
付
第
１

７
９
５
号
は
、
第
１
７
９

６
号
と
併
せ
、
５
月
１５
日

付
第
１
７
９
５
・
９
６
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1794号４月２５日平成23年
（2011年）

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
廃
止
で

改改
正正
地地
共共
法法
のの
早早
期期
成成
立立
をを

北信越・東海・近畿

３地方議長会
定期総会開く
新会長を選任

【上】原口一博・衆院総務委員長に要望する五本会長（左）
【下】五本会長（右）が那谷屋正義・参院総務委員長と面談

野間芳実・東海議長会
会長（鈴鹿市）

三井経光・北信越議長会
会長（長野市）

楠本陸雄・近畿議長会
会長（藤井寺市）

（１） 平成２３年４月２５日 第１７９４号
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長
�
鎌
田
勲
・
旭
川
市
議
会
議
長
）

が
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」
の
調
査
研
究
の
中

で
、
去
る
２
月
２
日
開
催
の
第
９３
回
総
会
で
、
地
域
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
す
る
福
田
志
乃
・
地
域
政
策
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代

表
よ
り
同
テ
ー
マ
に
関
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

本
紙
で
は
、
福
田
氏
の
講
演
の
中
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の

神
戸
市
の
懸
命
な
取
組
事
例
を
紹
介
。
同
震
災
と
東
日
本
大
震
災
と

は
事
情
を
異
に
す
る
が
、
現
下
の
震
災
復
旧
・
復
興
の
手
が
か
り
に

な
る
も
の
と
し
て
今
号
に
要
旨
を
掲
載
す
る
。

「「
危危
機機
意意
識識
とと
覚覚
悟悟
」」のの

共共
有有
。。
そそ
れれ
がが
、、
行行
動動

のの
スス
ピピ
ーー
ドド
をを
生生
むむ

神
戸
市
の
事
例
で
、
壮
大
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
で
す
。
あ
ま

り
語
ら
れ
て
い
な
い
内
容
で
す

が
、
私
が
取
材
し
た
こ
と
で
す
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
そ
の
復
興
の
予
算

は
、
市
の
一
般
財
源
と
市
債
発
行

で
７
割
に
も
達
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
神
戸
市
は
（
財
政
的
な
）
危

機
に
陥
り
ま
し
た
。

私
が
驚
い
た
こ
と
は
、
市
が
ズ

タ
ズ
タ
に
な
っ
た
経
済
に
つ
い

て
、
「
震
災
の
せ
い
に
し
な
い
」

と
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
「
経
済
不

振
は
、
む
し
ろ
社
会
・
経
済
の
構

造
に
あ
る
。
既
存
産
業
の
復
活
を

今
の
復
興
政
策
に
据
え
て
い
た
の

で
は
、
８
割
復
興
以
上
の
将
来
は

見
込
め
な
い
だ
ろ
う
」
と
。
い
ず

れ
構
造
的
に
衰
退
し
て
い
く
。

神
戸
市
の
す
ご
く
厳
し
い
認

識
、
そ
し
て
覚
悟
を
さ
れ
て
い
た

そ
の
言
葉
な
り
、
そ
の
と
き
の
報

告
書
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を

読
ん
だ
と
き
に
涙
が
出
ま
し
た
。

や
は
り
、
そ
こ
ま
で
の
危
機
感
が

な
い
と
動
か
せ
な
い
も
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

産
業
医
療
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
立
ち
上
げ
は
、
１
９
９
８
年
に

一
人
の
発
案
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
当
時
の
神
戸
市
立
中
央
市
民

病
院
の
院
長
の
呼
び
掛
け
で
懇
談

会
を
発
足
。
一
年
後
に
は
、
医
療

界
、
産
業
界
、
大
学
（
京
都
大
、

大
阪
大
、
神
戸
大
）
、
医
療
や
保

健
の
各
機
関
、
厚
生
省
等
が
集
ま

っ
て
研
究
会
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
と
こ
ろ
が
集
ま
っ
て
、
最
初
に

し
た
こ
と
は
「
問
題
の
共
有
」
で

す
。
大
学
の
基
礎
研
究
と
実
用
的

な
産
業
の
製
品
開
発
と
の
間
に
は

分
離
が
あ
っ
て
、
日
本
で
は
バ
ラ

バ
ラ
で
は
な
い
か
と
。
先
端
医
療

の
研
究
は
重
要
で
す
が
、
医
療
機

器
、
医
療
材
料
、
医
薬
品
と
い
っ

た
市
場
開
拓
も
ど
う
か
し
て
い
こ

う
と
な
り
、
す
ぐ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
組
ま
れ
た
。
私
は
取
材

で
何
回
も
神
戸
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
と
に
か
く
議
論
が
早
く
、
１

年
間
で
着
実
に
行
動
体
制
ま
で
つ

く
っ
て
い
っ
た
。

２
０
０
１
年
に
は
国
の
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
１
号
に
認
定
さ

れ
、
日
本
初
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

へ
始
動
し
て
い
ま
す
。
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
と
は
、
２０
〜
３０
年
間
、
ど

こ
の
地
域
で
も
使
っ
て
い
る
言
葉

で
す
け
れ
ど
も
、
実
現
化
し
て
い

る
の
は
神
戸
が
唯
一
か
と
思
い
ま

す
。
２
０
０
３
年
４
月
に
は
、
日

本
の
特
区
第
１
号
に
も
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
進
化
の
背
景
に
は
、

次
の
よ
う
な
裏
話
も
。
９９
年
時
点

で
は
当
時
の
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
で
世
界
都
市
会
議
へ
飛
び
、

医
療
産
業
都
市
構
想
を
発
表
。
２

０
０
０
年
に
は
米
国
の
７８
の
企
業

へ
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

米
国
企
業
は
厳
し
い
で
す
か
ら
夢

物
語
で
は
動
か
せ
な
い
で
す
が
、

政
治
・
行
政
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
い
ろ
い
ろ
な
企
業
誘
致
活
動
に

よ
っ
て
、
外
国
の
企
業
が
動
き
始

め
た
の
で
す
。
２
０
０
０
年
に
私

が
１
回
目
に
取
材
に
行
っ
た
と
き

に
は
、
正
直
、
「
構
想
は
絵
に
か

い
た
餅
に
終
わ
る
か
な
？
」
と
半

信
半
疑
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す

が
、
そ
の
時
点
で
早
く
も
３０
社
も

の
進
出
が
模
索
さ
れ
、
米
国
で
最

大
手
の
Ｇ
Ｅ
メ
デ
ィ
カ
ル
社
が
西

日
本
の
統
括
拠
点
を
置
く
と
の
回

答
を
得
て
い
た
の
で
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
か
ら
、
わ
ず
か

数
年
後
の
こ
と
で
、
こ
の
ス
ピ
ー

ド
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
３
回
目
の
取
材
と
な

る
２
０
０
７
年
ま
で
の
間
に
、
さ

ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
あ

り
、
「
特
許
の
所
在
」
や
「
販
売

の
権
利
」
の
話
と
か
、
「
治
験
」

を
市
民
に
公
表
し
参
加
し
て
も
ら

う
話
と
か
、
巨
額
の
経
費
が
か
か

る
た
め
、
新
た
な
フ
ァ
ン
ド
の
設

立
の
話
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
実
は
、
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
既
に
１
号
フ
ァ
ン
ド
が
２
０

０
１
年
に
で
き
、
１３
億
円
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
２
号
フ
ァ
ン
ド
も
２

０
０
２
年
に
２０
億
円
、
３
号
フ
ァ

ン
ド
も
２
０
０
４
年
に
３０
億
円
、

４
号
フ
ァ
ン
ド
も
２
０
０
６
年
に

２０
億
円
と
。
こ
う
い
う
ス
ピ
ー
ド

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
も
集
め

て
お
り
、
２
０
１
１
年
１
月
時
点

で
は
、
約
１
０
０
近
い
ベ
ン
チ
ャ

ー
に
投
資
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
今
で
は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
誘
致
も
決
ま
り
、
大
学

等
と
の
提
携
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
神
戸
市
で
は
「
絵
に
か
い
た

餅
」
で
は
な
く
、
こ
れ
だ
け
の
ス

ピ
ー
ド
で
行
動
し
て
い
る
の
が
現

実
で
す
。
そ
れ
で
は
、
「
な
ぜ
、

そ
れ
が
可
能
か
？
」
と
い
っ
た
と

き
、
関
係
者
は
「
い
ち
ば
ん
最
初

の
危
機
感
」
だ
と
仰
い
ま
す
。
厳

し
い
現
実
を
、
決
し
て
甘
く
見
な

か
っ
た
。
「
震
災
だ
か
ら
仕
方
が

な
い
よ
」
と
他
所
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
し

な
か
っ
た
。
そ
こ
に
成
功
の
秘
訣

が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
結
集
の
成
果

と
い
う
こ
と
で
、
社
会
・
経
済
の

具
体
的
な
効
果
を
見
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
企
業
誘
致
で
は
、
２
０

０
７
年
時
点
で
、
外
資
系
を
含
め

１
１
０
社
。
２
０
１
１
年
１
月
現

在
で
は
１
９
４
社
が
立
地
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
日
本
の
医
療
関
係

企
業
の
間
で
は
、
神
戸
に
立
地
す

る
こ
と
が
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
現
に

世
界
か
ら
の
投
資
も
あ
り
、
ド
バ

イ
危
機
で
頓
挫
し
た
も
の
の
、
一

時
は
ド
バ
イ
か
ら
神
戸
に
１
０
０

億
円
の
投
資
も
決
ま
っ
て
い
た
。

投
資
の
代
わ
り
に
、
そ
の
技
術
な

り
ノ
ウ
ハ
ウ
が
欲
し
い
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

雇
用
者
数
で
も
、
中
核
施
設
や

医
療
企
業
に
お
い
て
、
２
０
０
７

年
時
点
で
は
１
９
７
０
人
の
新
規

雇
用
が
生
ま
れ
、
う
ち
医
師
と
博

士
取
得
者
が
４
３
１
人
。
２
０
１

【
３
面
へ
続
く
】

「「
ゼゼ
ロロ
かか
らら
のの
挑挑
戦戦
」」

：

医医
療療
界界
＆＆
産産
業業
界界

＆＆
大大
学学
＆＆
行行
政政
のの
壮壮
大大
なな
ＰＰ
ＪＪ（（
神神
戸戸
市市
））

地
域
政
策
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表

福
田

志
乃
氏

第１７９４号 平成２３年４月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
２
面
か
ら
続
く
】

神神
戸戸
市市
のの
医医
療療
産産
業業
都都
市市
にに

学学
ぶぶ
「「
地地
域域
戦戦
略略
」」
とと
はは
？？

私
が
神
戸
を
語
る
の
に
重
要
と

思
う
こ
と
は
、
「
マ
イ
ナ
ス
（
�

崩
壊
）
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
」
こ
と
。
マ
イ
ナ
ス
で
も
な
い

自
治
体
が
「
低
迷
を
ど
う
し
よ

う
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
大
変
厳
し
い
状
況
を

見
て
き
ま
し
た
。
涙
な
し
で
は
取

材
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
記
事
も

書
け
な
か
っ
た
。

特
に
、
港
湾
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

場
合
、
震
災
前
は
日
本
一
の
国
際

港
で
あ
っ
た
の
に
、
港
が
崩
壊
し

た
た
め
、
荷
は
全
部
、
横
浜
に
と

ら
れ
た
の
で
す
ね
。
私
は
横
浜
市

で
も
委
員
を
や
っ
て
い
た
の
で
、

横
浜
港
の
流
通
も
見
た
の
で
す

が
、
神
戸
港
の
ハ
ー
ド
面
が
す
べ

て
復
旧
し
て
も
、
横
浜
か
ら
の
荷

は
全
く
返
っ
て
来
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
当
た
り
前
で
す
ね
。
「
国
際

の
荷
」
は
今
や
横
浜
を
コ
ア
に
回

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ハ
ー
ド

が
な
お
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
「
神

戸
に
、
荷
を
戻
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
」
と
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
更

な
る
マ
イ
ナ
ス
を
背
負
う
中
で
、

神
戸
市
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や

っ
て
き
た
の
で
す
。

神
戸
に
見
る
「
戦
略
」
で
す
が
、

１
つ
は
、「
危
機
感
」や
「
覚
悟
」
を

ど
う
広
く
共
有
さ
せ
て
い
く
か
。

一
人
の
呼
び
掛
け
か
ら
テ
ー
ブ
ル

を
設
定
し
、
実
現
ま
で
転
が
し
て

い
く
手
腕
は
や
は
り
見
事
と
い
う

か
、
よ
ほ
ど
の
戦
略
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
２

つ
目
は
、業
界
や
分
野
の
縦
割
り
、

地
域
の
境
界
を
越
え
て
、
自
分
た

ち
を
眺
め
て
み
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
３
つ
目
と
し
て
、
産
業
者
、

研
究
者
、
自
治
体
、
地
域
な
ど
、

「
参
加
者
全
員
の
、
個
々
の
メ
リ

ッ
ト
」
を
探
し
出
し
つ
な
い
で
い

く
手
法
を
築
く
こ
と
が
、
戦
略
と

し
て
最
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

４
つ
目
と
し
て
は
、
「
実
行
の

ス
ピ
ー
ド
」
。
こ
れ
は
、
「
戦
略

と
は
�
舵
の
切
り
方
�
」
だ
と
冒

頭
で
申
し
ま
し
た
が
、
実
現
に

は
、
ぶ
つ
か
る
困
難
が
非
常
に
多

い
の
で
す
。
話
を
中
断
し
ま
す

が
、
私
が
入
る
現
場
で
も
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
う
ま
く
進
む
保
障
は

な
い
で
す
。
石
原
都
知
事
が
小
笠

原
空
港
を
凍
結
し
た
と
き
、
私
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
小
笠
原

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

島
で
は
初
め
て
の
住
民
参
加
を
や

り
な
が
ら
、
「
空
港
の
前
に
、
島

が
何
で
生
き
て
い
く
か
の
決
意
を

！
」
と
議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
舵

切
り
は
、
大
変
で
し
た
。
「
観
光

で
生
き
る
か
ら
、
空
港
が
必
要
」

と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
現
状
の

農
業
・
漁
業
、
観
光
業
の
ま
ま
だ

と
、
た
と
え
空
港
を
つ
く
っ
て

も
、
最
初
に
ど
っ
と
人
が
来
た
と

し
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
は
な
っ

て
い
き
ま
せ
ん
よ
と
。
産
業
な
り

観
光
な
り
の
魅
力
の
問
題
が
あ
っ

て
、
自
立
的
に
ど
う
立
て
直
し
て

い
く
か
と
い
う
議
論
に
持
っ
て
い

く
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
。
議
論
を

仕
掛
け
、
提
案
し
て
、
批
判
に
も

遭
い
な
が
ら
も
舵
を
切
り
続
け
、

転
が
し
て
い
く
。
途
中
、
何
度
も

頓
挫
し
ま
し
た
。
「
空
港
あ
り
き

だ
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
村
長
が

議
会
に
、
政
治
的
失
脚
に
追
い
や

ら
れ
る
事
態
に
も
な
り
ま
し
た
。

要
は
、
舵
切
り
と
は
、
そ
う
い
う

岩
に
何
度
も
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、

「
一
旦
、
止
ま
っ
て
引
き
返
す

か
」
、
「
上
を
飛
び
越
え
る
か
」
、

「
水
面
下
を
潜
る
か
」
、
「
左
右

に
迂
回
路
を
探
す
か
」
と
い
う
判

断
で
あ
っ
て
、
そ
の
舵
の
切
り
方

に
、
一
律
の
解
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
で
も
、
そ
う
し
た
こ
と
を
皆

で
乗
り
越
え
て
、
小
笠
原
で
は
、

世
界
遺
産
候
補
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
動
き
が
つ
く
れ
て
い
っ
た
の

で
す
。

補
足
で
す
が
、
通
常
の
自
治
体

職
員
は
２
〜
３
年
の
人
事
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
で
異
動
す
る
の
で
す

が
、
神
戸
市
で
は
、
医
療
産
業
都

市
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
続
け
て
い

る
職
員
の
方
は
、
１０
年
以
上
ず
っ

と
併
走
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
病
院

や
大
学
側
に
も
、
「
人
の
情
報
」

を
持
っ
て
、
人
を
動
か
し
て
い
る

人
材
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
企

業
の
Ａ
さ
ん
と
、
研
究
者
の
Ｂ
さ

ん
と
、
役
所
の
ど
の
部
局
の
Ｃ
さ

ん
と
を
つ
な
げ
れ
ば
、
今
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
決
で
き

る
だ
ろ
う
」
と
い
う
判
断
が
で
き

る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
人
材
が
、

３
〜
４
人
は
い
ま
す
。
そ
う
し
た

人
材
が
な
い
限
り
、
実
現
は
し
て

い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

発発
案案
者者
はは
、、政政
治治
・・
行行
政政
、、

議議
会会
、、
民民
間間
、、
地地
域域
……
どど

んん
なな
立立
場場
でで
もも
良良
いい

神
戸
市
で
の
発
案
者
は
、
市
立

病
院
の
院
長
さ
ん
で
し
た
。
で
す

か
ら
、
議
会
の
皆
さ
ん
も
、
構
想

す
る
の
は
誰
で
も
良
い
わ
け
で

す
。
構
想
す
る
こ
と
は
、
自
治
体

（
執
行
部
）
だ
け
の
役
目
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
議
会
の
皆
さ

ん
で
も
ど
ん
ど
ん
、
そ
う
し
た
動

き
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

１
年
１
月
現
在
で
は
３
７
８
３
人

と
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

経
済
効
果
で
は
、
２
０
０
５
年
時

点
で
約
４
０
９
億
円
、
新
し
い
市

税
収
入
と
し
て
も
１２
〜
１３
億
円
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
最

新
の
２
０
１
０
年
の
調
査
結
果
は

今
年
中
に
出
る
そ
う
で
す
。

講師プロフィール

福田志乃（ふくだ・しの）・地域政策プ

ランニング代表

日本初の都市・地域政策立案専門の独

立系シンクタンク、（株）エックス都市

研究所の主任研究員を経て、１９９７年から

フリー。地域や行政内のタテワリを崩し、

新しい価値観や行動をつくる地域経営コ

ンサルタントという新しい職業を模索・

確立。徹底的に現場に入り、対話重視の

手法を貫く。これまでに赴いた地域は、

北海道から九州、離島まで２５０を超える。

１９９９年から、『地方分権』と『市民自治

社会』をテーマに、自治体向けジャーナ

リスト活動も展開。「地域経営論」（２０

００年）、「市民・民間と行政の新しい関

係論」（２０００年）、「総合地域政策論（新

しい総合計画、県と市の政策における二

層制の打開）」（２００１年）、「地域振興

策とセットの公共事業」（２００２年）など

を全国先駆けて提唱してきた。国や地方

自治体での委員、講師、アドバイザーな

ど、専門家活動は多数。

http : //www.spica.biz/shino/

◆書籍：

【実践そこにしかない地域経営】福田志

乃著（時事通信社）２００８年１月

【自治体実行主義】梅田次郎・福田志乃

共編著（ぎょうせい）２００２年３月

都
市
行
政
問
題
研
究
会
第
９３
回
総
会

で
講
演
す
る
福
田
志
乃
・
地
域
政
策

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表

（３） 平成２３年４月２５日 第１７９４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
会
の
高
田
正
弘
・
地
方
行
政

委
員
長
（
井
原
市
議
会
議
長
）
は

４
月
１３
日
、
「
社
会
保
障
・
税
に

関
わ
る
番
号
制
度
に
関
す
る
実
務

検
討
会
（
第
７
回
）
」
に
出
席
し
、

い
わ
ゆ
る
国
民
総
背
番
号
制
に
関

し
意
見
を
述
べ
た
。

番
号
制
度
に
つ
い
て
は
政
府
・

与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
が

１
月
３１
日
、
「
社
会
保
障
・
税
に

関
わ
る
番
号
制
度
の
基
本
方
針
」

を
示
し
て
い
る
。
番
号
の
付
与
で

何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
同
方
針

で
は
、
▽
社
会
保
障
分
野
▽
年
金

分
野
▽
医
療
分
野
―
―
な
ど
５
本

の
柱
を
立
て
、
各
分
野
に
お
け
る

活
用
方
法
を
例
示
し
て
い
る
。

高
田
委
員
長
は
基
本
方
針
の
内

容
を
踏
ま
え
、
「
国
民
を
管
理
す

る
た
め
の
制
度
で
は
な
い
こ
と
」

を
国
民
に
対
し
、
十
分
に
周
知
す

べ
き
と
指
摘
。
ま
た
、
国
民
の
不

信
感
を
取
り
除
い
て
い
く
た
め
、

「
『
番
号
』
の
利
用
範
囲
を
明
確

に
し
、
い
や
し
く
も
目
的
外
利
用

が
で
き
な
い
よ
う
、
仕
組
み
を
厳

格
化
す
る
」
「
個
人
情
報
が
漏
洩

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
シ
ス
テ

ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
万
全

（
を
期
す
）
」
こ
と
が
必
要
と
の

認
識
を
示
し
た
。

４
月
８
日
の
閣
議
を
経
て
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
団
体
等

を
対
象
と
し
た
「
平
成
２３
年
度
特

別
交
付
税
の
特
例
交
付
額
」
が
決

定
し
た
。
交
付
額
は
総
額
７
６
２

億
円
。
内
訳
は
、
道
府
県
分
が
３

３
２
億
円
、
市
町
村
分
が
４
３
０

億
円
。
▽
青
森
▽
岩
手
▽
宮
城
▽

福
島
▽
茨
城
▽
栃
木
▽
千
葉
―
―

の
７
県
、
及
び
７
県
内
に
所
在
す

る
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
１

９
０
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
。
ま

た
、
７
県
と
１
９
０
市
町
村
に
対

し
、
一
定
以
上
の
応
援
を
実
施
し

た
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
も
、

交
付
の
対
象
と
し
た
。

今
回
の
特
例
交
付
は
、
３
月
３１

日
に
成
立
し
た
地
方
交
付
税
法
等

の
一
部
改
正
法
に
基
づ
く
措
置
。

改
正
法
に
は
、
大
規
模
災
害
等
の

発
生
時
に
お
け
る
交
付
額
の
決
定

等
の
特
例
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
従
来
、
特
別
交
付
税
は
１２

月
と
３
月
の
年
２
回
し
か
配
分
で

き
な
か
っ
た
が
、
改
正
法
の
成
立

に
よ
り
、
適
用
第
１
弾
と
な
る
特

例
交
付
の
実
施
と
な
っ
た
。
な

お
、
４
月
５
日
に
開
か
れ
た
記
者

会
見
で
片
山
総
務
相
は
、
特
例
交

付
の
適
用
を
示
唆
し
て
い
た
。

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
１
原

発
事
故
に
よ
る
被
災
者
が
全
国
各

地
へ
避
難
し
、
所
在
地
確
認
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総

務
省
は
「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
へ
乗
り
出
し
た
。

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
全
国
の
自
治

体
か
ら
の
協
力
が
不
可
欠
な
た

め
、
同
省
は
４
月
１２
日
、
全
自
治

体
へ
の
協
力
要
請
を
通
知
し
た
と

こ
ろ
。

被
災
市
町
村
・
県
の
区
域
外
へ

避
難
し
た
被
災
者
に
対
し
、
的
確

な
行
政
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
被
災
市
町
村
・
県
に
よ
る
避

難
者
の
所
在
地
確
認
が
欠
か
せ
な

い
。
▽
税
や
保
険
料
の
減
免
・
猶

予
・
期
限
延
長
等
の
通
知
▽
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
・
仮
設
住

宅
・
公
営
住
宅
の
提
供
状
況
な
ど

住
宅
支
援
関
係
の
連
絡
▽
見
舞
金

等
の
各
種
給
付
の
連
絡
▽
国
民
健

康
保
険
証
の
再
発
行
―
―
な
ど
、

所
在
地
が
不
明
な
避
難
者
に
不
都

合
が
生
じ
る
事
例
は
数
多
く
存
在

す
る
。

そ
こ
で
総
務
省
で
は
、
避
難
し

て
い
る
被
災
者
の
所
在
地
情
報
を

収
集
す
る
た
め
、
避
難
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
自
治
体
へ
協
力
を
要

請
。
受
け
入
れ
側
の
自
治
体
は
、

避
難
者
か
ら
個
人
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
っ
た
の
ち
デ
ー
タ
化
し
、

自
治
体
間
を
相
互
に
接
続
し
て
い

る
「
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）」
を
通
じ
、

被
災
市
町
村
・
県
が
所
在
地
情
報

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
紙
４
月
１５
日
付
第
１
７
９
３

号
３
面
掲
載
の
「
議
会
人
事
」
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
欄
の

「
▽
鹿
児
島

川
村
孝
則
」
と
あ

る
の
は
「
▽
西
之
表

川
村
孝

則
」
、
副
議
長
欄
の
「
▽
鹿
児
島

永
田

章
」
と
あ
る
の
は
「
▽
西

之
表

永
田

章
」
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

�青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃
木県、千葉県及び各県内における災害救助法適
用１９０市町村

（単位：百万円）

交 付 額

３０，４７３
３９，９６９

７０，４４３

うち応援経費分 １４３百万円

�上記の被災地域に対して一定以上の応援を行っ
た地方公共団体

交 付 額

２，７２３
３，０６３

５，７８６

区 分

道 府 県 分
市 町 村 分

合 計

区 分

道 府 県 分
市 町 村 分

合 計

特
交

特
例
交
付
額
を
決
定

対
象
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
団
体
等

番番
号号
制制
度度
でで
意意
見見

本
会
の
高
田
地
行
委
員
長

所
在
地
情
報
を
収
集

総務省

目
的
は
震
災
避
難
者
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

高
田
地
行
委
員
長（
井
原
市
）
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